
１１月２５日から１２月１６日まで令和6年度第４回朝霞市議会定
例会（１２月議会）が開催されました。昨年の初当選から1年間の
サイクルが終わりました。今回の一般質問では昨年の初議会で行
った一般質問の内容の進捗状況を確認する内容で臨みました。
内容は下記の通りです。裏面は議会外での活動をまとめました。 質問の様子（動画より抜粋）

①城山公園の整備状況
9月から利用再開した城山公園の今後と

ナラ枯れ対策の在り方を問いました。要望し
た園内の段差解消は進捗があったものの、
トイレの改修など課題も残ります。併せて貯
水機能をはじめ災害対応も確認しました。

②朝霞市の人口増の状況と見通し
今年の出生数は70万人を切る過去最少と
なり、これまでの想定より厳しい人口推移が
予見されています。政策的な観点からの人
口ビジョンの想定と対策を問いました。

③AEDの設置状況、偏在の解消
市の方針では民間事業者の設置している
AEDの見える化を推進していますが偏在解
消への根本的な解決には繋がっていません。
マンションなど民間施設への設置支援、未活
用の公共施設の活用、使用方法の普及促進
を提言しました。24時間誰でも使えるAED
の全域普及を引き続き訴えます。

④衆院選を踏まえた選挙対応
今年は都知事選、衆議院選と大きな選挙が

続き、選挙の在り方について問われる一年
になりました。市内の選挙の変更点（選挙公
報のデータ入稿、投開票所の秩序保持方針）
について答弁がありました。

⑤ウォーカブル推進都市の意義と課題
シンボルロードをはじめ、歩きやすい街づ

くりが進められていますが、駅周辺の歩道で
はU字溝など劣化が進んでいる箇所が散見
されます。特定のエリアだけでなく、全域へ
の対応が進むよう制度設計を提言しました。
⑥小児吃音について

３歳までに吃音の症状があった子どもの数
が8.9％との研究結果が発表されました。朝
霞市では問診票に吃音が明記されておらず、
報告数も少ないため発見が遅れている可能
性があります。早期発見と対応ができるよう
に問診票の改定や啓発を提言しました。
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【討議資料】

12月2４日に朝霞地区一部事務組合議会の第4
回定例会が開催されました。今回は救急部門に注
目した質問を南西部消防局に行いました。

①マイナ救急について
保険証を紐付けしたマイナンバーカードで、受診

歴や病院情報などを読み取り、スムーズな処置と
搬送を目指す実証事業です。南西部消防局は令和
7年度の事業に応募しています。

②予防救急について
救急出動がひっ迫しており、適正利用につなが

る取組で「予防救急」が話題になっています。消防
局での検討状況、救急に対する啓発、構成市との
連携の在り方を問いました。

一部事務組合議会での一般質問

1年を振り返って～これからも皆様の声をお寄せください～
 昨年12月から市議会での一般質問を5回とも欠かさず行えました。委員会審議や各種審議会な
どでも積極的に提言を続けています。初心を忘れることなく、チャレンジを続けてまいります。

住 所：朝霞市仲町1-2-10-103 電 話：080-4666-2178 １19ra.asaka@gmail.com

大学で授業を行いました

北海道への行政視察

12月2日に新座市の十文字学園女子大学にお
いて地方政治と選挙を題材に授業を行いました。

市議会の一般質問でも若年層の政治参加、選挙
の門戸を広げることを目的とした内容を扱ってき
たので大変貴重な経験でした。大学生からは議会
での活動以外にもさまざまな観点での質問があり、
これからの活動に活かせる気づきもありました。
世代を問わず選挙や政治が遠ざかりつつある昨今
の状況で、現場から声を届ける、関心を持ってもら
える活動をこれからも続けていきます。

1１月１2日から14日にかけて会派あさか未来
として北海道へ行政視察に行きました。

札幌市では教職員による児童生徒への暴力防
止の取組の先進事例をヒアリングしました。朝霞
市での制度構築に役立てていきます。

北広島市ではボールパークを中核としたまち
づくりの取組を視察しました。シビックプライド
の高揚、健康づくりにも参考になる例でした。

地方議会改革の先進地として全国的に著名な
白老町では、開かれた議会として町民からの意
見をどうくみ取るか、時代に合った議会像を目
指す不断の取組について意見交換しました。


